
みずほCustomer Desk Report  2020/06/04 号（As of 2020/06/03） 市場営業部　為替営業第二チーム
【昨日の市況概要】 公示仲値 108.71

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.83 1.1184 121.70 1.2579 0.69150
SYD-NY High 108.98 1.1258 122.62 1.2615 0.69820
SYD-NY Low 108.42 1.1167 121.27 1.2548 0.68570
NY 5:00 PM 108.91 1.1234 122.37 1.2571 0.69185

NY DOW 26,269.89 527.24 日本2年債 -0.170 0.00bp        
NASDAQ 9,682.91 74.54 日本10年債 0.010 1.00bp        

S&P 3,122.87 42.05 米国2年債 0.19 2.57bp        
日経平均 22,613.76 288.15 米国5年債 0.36 4.20bp        
TOPIX 1,599.08 11.40 米国10年債 0.75 5.90bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 22,925.00 270.00 独10年債 -0.3565 5.95bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,382.41 162.27 英10年債 0.2720 5.20bp        

DAX 12,487.36 466.08 豪10年債 0.9750 7.00bp        
ﾊﾝｾﾝ指数 24,325.62 329.68 USDJPY 1M Vol 5.78 0.03%
上海総合 2,923.37 1.97 USDJPY 3M Vol 5.95 ▲0.05% 　

NY金 1,704.80 ▲ 29.20 USDJPY 6M Vol 6.63 ▲0.01%
WTI 37.29 0.48 USDJPY 1M 25RR -0.86 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 135.01 0.89 EURJPY 3M Vol 7.55 0.10%
ドルインデックス 97.28 ▲ 0.40 EURJPY 6M Vol 7.93 ▲0.03%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

6月3日 18:00 欧 PPI(前月比/前年比) 4月 -2%/-4.5% -1.8%/-4.2%
18:00 欧 失業率 4月 7.3% 8.2%
21:15 米 ADP雇用統計 5月 -2760k -9000k
23:00 米 ISM非製造業指数 5月 45.4 44.4

Date Time Event 予想 前回
6月4日 18:00 欧 小売売上高(前月比) 4月 -15.0% -11.2%

20:45 欧 ECB主要政策金利 4-Jun 0.0% 0.0%
20:45 欧 ECB預金ﾌｧｼﾘﾃｨ･ﾚｰﾄ 4-Jun -0.5% -0.5%
21:30 米 貿易収支 4月 -$49.2b -$44.4b
21:30 米 新規失業保険申請件数 30-May 1843k 2123k

【マーケット・インプレッション】 金融市場が実体経済の手を引っ張る形

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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田中 竹内 筒井 加藤 関 光石 山岸 田坂 尾身 上野
ベア ベア ブル ブル ベア ブル ベア ベア ブル ベア
岡本 小野崎 玉井 原田 大庭 高村 松本 逸見 大谷 谷舗 ブル ベア
ベア ブル ベア ブル ブル ベア ベア ベア ベア ベア 7 13
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ﾆｭｰﾖｰｸ市場のﾄﾞﾙ円は108.60ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方発表された米5月ADP雇用統計が予想900万人減に対して、結果276万
人減で留まったほか、その後発表された米5月PMI確報値や米5月ISM非製造業指数が予想ほど悪化していなかったこと
から、海外時間のﾘｽｸｵﾝの流れが引き継がれ、一時108.98まで上昇。午後は米株が上げ幅を拡大したことから円売りが
強まるも、同時にﾘｽｸｵﾌのﾄﾞﾙ買いが巻き戻され、結果、109円手前の狭いﾚﾝｼﾞでの推移となり、108.91ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一
方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1195ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方は一連の米経済指標が予想ほど悪化していなかったことや、世界的な株価上昇
を受けて1.1252まで上昇。午後も株式市場を上げ幅を拡大する中、高値圏で底堅く推移。終盤にかけて「独ﾒﾙｹﾙ連立政
権内で景気刺激策の合意成立」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝが伝わるとﾕｰﾛ買いが強まり、約12週間ぶりの水準となる1.1258まで高値を
更新し、1.1234ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。

東
京

東京市場のﾄﾞﾙ円は108.83ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。日経平均が窓を開けてｵｰﾌﾟﾝするなかﾄﾞﾙ円も小確りと推移するが、この水準で
は実需の売りが優勢となり、108円前半まで反落。その後は108円半ばを挟んでのもみ合いとなったが、米金利の上昇か
らﾄﾞﾙ買いが優勢となり、108.64ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､108.64ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､豪ﾄﾞﾙやﾎﾟﾝﾄﾞ等のｸﾛｽ円の値動きにつられて方向感なく推移した｡ 108.49ま
で下落する局面もあったが､結局108.60ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.2586ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし、ｱｼﾞｱ時間の終盤でﾎﾟﾝﾄﾞが
買われた流れを引き継ぎ、1.26台を乗せる。その後、対円や対ﾕｰﾛのﾎﾟﾝﾄﾞ売りが優勢となり､反落し、1.2562ﾚﾍﾞﾙでNYに
渡った｡

やっと動き始めたドル円相場。一昨日から相応の値幅が出た背景には108.10手前で何度も上値を叩き返されたこと

で、マーケットが上昇エネルギーを蓄えていたからだろう。新型コロナウイルスへの警戒から既に機関投資家のヘッジ

比率が高まっている中、多少のリスクオフ材料が出てもこれ以上ドル円を売ることも難しかったのであろう。またショート

ポジションが溜まっていたことも、節目を抜けた時に走った理由であろう。昨日もアジア時間こそは売りも幾分入ったも

のの、底堅さが確認できた一日であった。緊急事態宣言も解除され、本格的に投資家が動き始める。Withコロナ。上昇

への期待や思惑が錯綜する中、下落局面ではヘッジ比率の調整からドル円の買戻しの動きも相応に出てくるか。ドル

円のチャートに目をやると一目均衡の雲の中を推移していた水準から、雲の上限（108円台前半）をしっかり上抜け、足

許同水準を推移している89日移動平均や200日移動平均も大きく超えて、109円の節目が目前に迫っている。5月のＧ

Ｗ後から足固めをしながら上昇トレンドとなっている形だ。次のターゲットは節目の109円だが、これも時間の問題であ

ろう。

ただ、足許株式相場と実体経済の間で乖離が生じているとの声も聞こえる。特に今週は米国での白人警官の暴行によ

る黒人死亡事件を巡る連日の抗議デモについて市場参加者はどう受け止めるのか関心が集まっていたが、ダウ平均

は続伸。デモの影響は限定的と見ているも、少し市場は過熱気味に見えるとのことだが、金融市場が実体経済の手を

引っ張ることがあってもいいのではないだろうか。楽観的と言われたら、それでおしまいだが、経済回復にはそういった

考えも必要なのではなかろうか。(大庭)

担当：大庭・逸見 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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